
入間市第11次高齢者保健福祉計画・第10期介護保険事業計画・認知症施策推進計画の体系（案）

基本
理念

項目 施策
基本
理念

章 項目 施策の方向性 取組み例

⑴介護予防・フレイル予防の普及啓発

⑵介護予防・日常生活支援総合事業の推進及び評価

⑶自立支援、介護予防・重度化防止の取り組み機能
　の強化

⑷地域で支える健康づくりの推進

⑴生涯学習の推進

⑵サロン活動の支援

⑶健康推進クラブ活動の支援

⑴高齢者のボランティア・市民活動団体への参加
  促進

⑵就労の支援

⑴敬老事業

⑵移動手段の確保

⑴地域包括支援センターの運営・評価

⑵地域包括支援センターの利便性の向上

⑶地域ケア会議の推進

⑷生活支援サービスの基盤整備の推進

⑸生活支援サービスの充実

⑹市独自サービス事業の実施

2　認知症施策の推進 2　認知症施策の推進 第3章認知症施策推進計画に記載

⑴在宅での療養に関する情報提供の充実

⑵切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の
  構築

⑴日常生活自立支援事業の活用

⑵成年後見制度の利用促進

⑶犯罪被害の防止

(新)身寄りのない高齢者への支援

⑴虐待防止意識の普及啓発

⑵虐待の早期発見と相談体制の充実・強化

2　生きがいづくりの推進

3　社会参加の促進 3　社会参加の促進

4　市独自の取組み

入間市第10次高齢者保健福祉計画
   第9期介護保険事業計画

国の方針 県・市の方向性 入間市の課題

入間市第11次高齢者保健福祉計画・第10期介護保険事業計画・認知症施策推進計画の体系（案）
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基本目標1
高齢者が健康でいき
いきと暮らせるまち
をつくる

1　自立支援、介護予防・
フレイル予防・重度化防
止、健康づくりの充実・
推進

【国の方針】
2040年を見据えた介護保険事業
（支援）計画の在り方

第10期介護保険事業（支援）計画
の基本指針に盛り込むことが考え
られる主な事項のイメージ

○介護サービス基盤の計画的な整
備
①介護保険事業（支援）計画の策
定
・中長期的な地域の人口動態や介
護ニーズの見込み等を適切に捉え
て、都道府県と市町村が2040年度
を見据えた中長期的な推計を実施
し、共通の課題認識を持った上
で、地域の関係者を含めてサービ
ス提供体制の在り方を検討。
・計画策定における都道府県の関
与や医療・介護連携の強化等のた
め、計画の策定過程における議論
のプロセスを整理。
・計画策定に当たって都道府県・
市町村や関係者が確認すべき指標
や状況の提示等により、地域の現
状把握・分析や計画策定を支援。
②地域の実情に応じたサービス提
供体制の構築
・地域の類型（中山間・人口減少
地域、大都市部、一般市等）を念
頭に置いた計画策定。中山間・人
口減少地域においては、関係者の
意見を聞きながら、必要な対応
（人材確保や生産性向上等の施
策、特例介護サービスの新たな類
型の活用等）について議論。
・医療との連携状況や有料老人
ホーム等の高齢者向け住まいの入
居の状況等を踏まえたサービス提
供体制の構築。

○地域包括ケアシステムの深化
①総合事業の多様なサービス・活
動の充実に向け、多様な主体との
つながりづくり等の更なる支援や
質の向上を図るための分析・評価
等を推進。
②頼れる身寄りがいない高齢者等
の生活ニーズを地域課題として解
決するため、関係者を含めて地域
全体で対応を協議し、切れ目のな
い支援が提供される地域づくりを
推進。
③認知症基本法及び認知症施策推
進基本計画を踏まえた取組みの推
進。

○介護人材確保と職場環境改善に
向けた生産性向上、経営改善支援
等
①都道府県が主体となって介護人
材確保に関するプラットフォーム
を構築し、地域の関係者が協働し
て課題解決に向けた実践的な取組
みを推進。
②テクノロジーの更なる活用等に
よる生産性向上や、協働化・大規
模化の推進等による経営基盤の強
化等を推進。

【県の計画】第9期埼玉県高齢者支援計画
（令和6年度～令和8年度）
第1節　高齢者の活躍支援と安心して暮らせる
地域社会づくり
1 多様な活動支援
(1)生涯にわたる学び、学び直し等の支援
(2)地域活動への参加促進
(3)スポーツや文化芸術活動への参加支援
2 就業の支援
(1)多様な働き方の支援
(2)職業訓練の実施
3 暮らしの安心・安全の確保
(1)交通事故の防止
(2)高齢者を狙った犯罪・消費者被害の防止
(3)防災対策の推進

第2節　地域共生社会の実現に向けた地域包括
ケアシステムの深化・推進
1 自立支援、介護予防及び重度化防止の推進
(1)健康寿命の延伸
(2)介護予防・日常生活支援及び重度化防止の
取組み推進
(3)地域リハビリテーション支援体制構築の推
進
(4)地域包括支援センターの体制整備
2 生活支援体制の整備
(1)生活支援サービスの体制整備の促進
(2)福祉用具の普及促進
3 医療と介護の連携強化
(1)在宅医療・介護連携の推進
(2)在宅医療体制の充実
4 高齢者の住まいの確保とまちづくり
(1)高齢者の住まいの確保と生活支援
(2)住宅のバリアフリー化の促進
(3)高齢者が暮らしやすいまちづくり
5 包括的な支援体制の整備
(1)高齢者の孤独・孤立の防止
(2)ケアラーへの支援
(3)包括的な支援体制の構築

第3節　認知症施策の総合的な推進（埼玉県認
知症施策推進計画）
１ 認知症施策の総合的な推進
(1)正しい認知症の知識・認知症の人への理解
の増進、予防
(2)バリアフリーの推進、社会参加の機会の確
保
(3)若年性認知症等の人への支援
(4)保健医療・福祉サービスの提供体制の整備
(5)相談体制の整備、家族支援
2 権利擁護の推進
3 虐待防止の推進

第4節　介護保険施設等の整備
1 特別養護老人ホーム等の整備
(1) 特別養護老人ホームの整備
(2)介護老人保健施設の整備
(3)介護医療院の整備
(4)生活環境の改善促進
(5)特別養護老人ホーム等に関する情報提供
(6)介護施設における看取りの充実
2 有料老人ホーム等の適切な運営の確保
3 地域密着型サービスの充実
4 施設等の災害及び感染症への対策強化
(1)施設等の災害対策の体制整備
(2)施設等の感染症対策の強化

第5節　介護人材の確保・定着・イメージアッ
プ
1 介護人材の確保・定着・イメージアップ
(1)多様な人材の参入促進
(2)外国人の介護現場での就労支援
(3)働きやすい職場環境の整備促進
(4)介護のイメージアップ
2 介護人材の専門性の向上

第6節　介護現場の革新に係る支援
1 生産性向上に係る支援体制整備
2 介護ロボット・ICT導入支援
3 介護現場の負担軽減

4　市独自の取組み

基本目標2
介護が必要になって
も安心して暮らせる
まちをつくる

1　在宅で暮らし続けるた
めの重層的・包括的な支
援

3　在宅医療・介護連携の
推進

3　在宅医療・介護連携の
推進

4　権利擁護の推進 4　権利擁護の推進

2　生きがいづくりの推進

5　高齢者虐待の防止 5　高齢者虐待の防止

基本目標1「高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちをつくる」

1　自立支援、介護予防・フレイル予防・重度化防止、健康づく
りの充実・推進
○転倒不安を抱える高齢者が半数を超える中で、痛みや身体的
不安が外出機会を阻害し、閉じこもりや低栄養を誘発する負の
循環がうかがえます。
○歯の維持や入れ歯の適切な利用を含む口腔ケアと栄養改善を
一体的に推進するフレイル対策が課題であると考えられます。
○介護・介助が必要になった原因の多くが高齢による衰弱や骨
折・転倒であることを踏まえると、一般高齢者を含む全世代的
な視点で、生活習慣病の重症化予防や転倒予防に向けた保健医
療の推進を一体的に行うことが重要な課題であると考えられま
す。

2　生きがいづくりの推進
○就労や趣味活動を通じて社会性を維持している層がいる一方
で、配偶者以外に頼れる相手が限定的な層の存在がうかがえま
す。特に友人との交流が希薄な層や、特定の身内のみに頼る構
造は、将来的な孤立リスクを孕んでいます。

3　社会参加の促進
○多様な社会参加の場を創出し、地域内での互助機能を再構築
することが課題であると考えられます。
○また、就労やスポーツ・趣味など、高齢者の多様なニーズに
合致した新たな社会参加の場を創出することも課題であると考
えられます。

4　市独自の取り組み
○将来的な運転免許の返納を見据えた場合、徒歩や公共交通機
関を補完する移動支援策の検討が課題であると考えられます。
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第2章
各論

基本目標1
高齢者が健康
でいきいきと
暮らせるまち
をつくる

1　自立支援、介護予防・
フレイル予防・重度化防
止、健康づくりの充実・
推進

1　在宅で暮らし続けるた
めの重層的・包括的な支
援

基本目標2「介護が必要になっても安心して暮らせるまちをつく
る」

1　在宅で暮らし続けるための重層的･包括的な支援
○高齢者のみの世帯が主流となる中で、加齢に伴う身体機能の
低下や不慮の転倒に加え、脳卒中などの疾患も介護に直結して
いる現状がうかがえます。加齢に伴う筋力低下などの「運動機
能」の維持だけでなく、疾患管理を含めた総合的な「身体機
能」の両面による重度化防止に向けた早期の介護予防介入と、
独居・高齢者夫婦世帯への見守り体制の充実が課題であると考
えられます。
○本人の強い在宅意向がある一方で、家族介護に依存するあま
り適切なサービス導入が遅れる懸念もうかがえます。今後、介
護負担が増大しても在宅生活を継続するためには、本人・家族
の心理的抵抗感を解消し、移送や配食といった生活支援系サー
ビスを早期から適切に組み合わせる体制の構築が課題であると
考えられます。

2　認知症施策の推進
○認知症を身近な不安として捉えながらも、具体的な相談先や
法的保護制度の理解が進んでいない実態がうかがえます。
○認知機能の低下を自覚する層や、精神的な充足感を得られて
いない層が一定数見られることがうかがえます。認知機能の維
持には社会参加や人との交流が有効とされることから、社会的
なつながりを再構築するため、アウトリーチ支援の強化や、早
期の認知症予防プログラムへの接続を強化することが課題であ
ると考えられます。

3　在宅医療・介護連携の推進
○認知症ケアや排泄介助など、精神的・肉体的な負担が大きい
項目に不安が集中していることがうかがえます。特に働きなが
ら介護に従事する層において、労働時間の調整による両立の限
界が見られることから、レスパイトケア（休息支援）の充実と
ともに、介護者の具体的な不安要素に直接アプローチする包括
的な支援体制の構築が課題であると考えられます。

4　権利擁護の推進
○権利擁護制度の認知度の低さは、判断能力低下後の生活支援
に支障をきたすおそれがあるため、地域包括支援センターを核
とした相談体制の周知徹底と、成年後見制度等の必要性･利便性
に関する普及啓発の強化が課題であると考えられます。

5　高齢者虐待の防止
○ハラスメント対策や研修制度の刷新に加え、介護者の負担軽
減や家庭内課題の解決に資するサービス導入および関係機関と
の連携強化を図ることで、本人と養護者双方を包括的に支える
支援体制を構築することが、重要であると考えられます。

基本目標2
介護が必要に
なっても安心
して暮らせる
まちをつくる

1 

資料２

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示



入間市第11次高齢者保健福祉計画・第10期介護保険事業計画・認知症施策推進計画の体系（案）

基本
理念

項目 施策
基本
理念

章 項目 施策の方向性 取組み例

6　家族介護者の支援 6　家族介護者の支援 ⑴家族介護者の支援（ヤングケアラーを含む）

⑴地域生活の基盤となる住まいの確保

⑵県や他市町村との情報連携の強化

⑴高齢者の居場所の確保

⑵養護老人ホームとの連携

⑴災害への備え

⑵感染症への対策

⑴介護保険サービス内容の適正化

⑵要介護認定の適正化

⑶ケアプランの適正化

⑷給付内容の適正化

⑴質の向上に向けた指導・支援

⑵地域包括ケアシステムを支える介護人材の確保
  及び業務効率化の取り組み強化

⑴地域ケア個別会議・圏域別地域ケア会議・協議
  体の開催

⑵生活支援コーディネーター等の活動による生活
  支援等の体制整備

2　地域資源の開発と担い
手の養成

2　地域資源の開発と担い
手の養成

⑴地域資源の開発と担い手の養成

⑴地域のささえあい活動の充実

⑵ボランティア活動・市民活動の推進

⑶見守り体制の構築

(新)高齢者の孤独・孤立の防止

1　介護保険サービスの利
用見込みと供給体制の確
保

2　地域支援事業の見込量

3　事業費と保険料の見込
みと確保

4　介護給付等の適正化

入間市第10次高齢者保健福祉計画
　 第9期介護保険事業計画

国の方針 県・市の方向性 入間市の課題

入間市第11次高齢者保健福祉計画・第10期介護保険事業計画・認知症施策推進計画の体系（案）
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基本目標2
介護が必要になって
も安心して暮らせる
まちをつくる

第7節　介護保険の持続可能な制度運営
1 市町村の計画取組への支援
(1)保険者機能の強化の推進
(2)介護給付適正化の推進
2 適正な事業運営の確保
(1)指導、監査の実施
(2)介護サービス情報の公表

【市の方針】
第6次入間市総合計画・後期基本計画
(令和4年度～令和8年度）
第4節　高齢者支援の推進
●政策目標
　高齢者が可能な限り住み慣れた地域で生き
がいをもって生活できる環境が整備された、
明るく活力のあるまちを目指します。
●重点的取組み
　生きがい活動の推進
第1項　生きがい活動の推進
○施策の目指す姿
　高齢者が地域の中で生きがいに満ちた生活
を送ることができる、明るく活力のあるま
ち。
○施策の方向性
・仲間づくりの推進
　健康推進クラブの活動、生涯学習や地域活
動への参加促進による生きがい活動など、高
齢者の仲間づくりを支援。
・世代間交流の推進
　世代間交流を通じた高齢者の生きがい活動
を支援します。

第2項　生活支援の推進
○施策の目指す姿
　介護予防や生活を支える仕組みを充実し、
高齢者が住み慣れた地域で安心して生活でき
るまち。
○施策の方向性
・地域包括ケアシステムの強化
　地域ケア会議を通じて、高齢者の生活を地
域で支える地域包括ケアシステムの一層の強
化を目指し、見守り活動などに取り組みま
す。
・生活支援･介護予防サービスの充実
　訪問型サービス、通所型サービスの充実、
生活支援体制の整備、介護予防事業の推進な
どに取り組みます。
・高齢者の活躍の場の確保
　高齢者の社会参加や社会的役割として、ボ
ランティアを育成するとともに、高齢者の活
躍の場を確保します。
・在宅医療･介護連携の推進
　地域の医療 ･介護の資源の把握、相談支援
体制の整備、地域住民への普及啓発などに取
り組みます。
・認知症施策の推進および充実
　認知症初期集中支援チームの運営や認知症
地域支援推進員の活動を推進します。
・成年後見制度の利用促進
　成年後見制度利用促進法に基づく権利擁護
の取組みの推進、市民後見人の育成･活用を行
います。

第3項　介護保険サービスの充実
○施策の目指す姿
　介護が必要な状態となっても、可能な限り
住み慣れた地域で日常生活を続けることがで
きるまち。
○施策の方向性
・介護保険サービスの基盤整備
　在宅サービスや地域密着型サービス、特別
養護老人ホーム等施設の安定した提供に取り
組みます。
・介護給付の適正化
　介護保険給付の適正化に取り組みます。

基本目標2
「介護が必要になっても安心して暮らせるまちをつくる」
6　家族介護者の支援
○高齢の親を、定年前後の子や高齢の配偶者が支えている実態
がうかがえます。介護者自身も加齢による健康不安を抱え始め
る時期にあることから、介護者の健康管理への配慮や、世帯全
体を支える包括的な支援が重要であると考えられます。
○介護負担が増大しても在宅生活を維持するためには、本人･家
族の心理的抵抗感を解消し、移送や配食といった生活支援系
サービスを早期から適切に組み合わせる体制の構築が課題であ
ると考えられます。
○今後の継続について、「問題はあるが、何とか続けていけ
る」とする層が多いことから、レスパイトケア（休息支援）の
充実とともに、企業と連携した就労継続支援の推進や、介護者
の具体的な不安要素に直接アプローチする包括的な支援体制の
構築が課題であると考えられます。

7　高齢者の住まいに係る施策
○多様な住まいの形態に合わせた柔軟なサービス提供体制を構
築するとともに、居住支援と介護の連携を強化することで、高
齢者が住み慣れた地域で尊厳を保ちながら暮らし続けられる基
盤を整えることが、重要であると考えられます。

9　災害への備えや感染症対策に係る体制整備
○介護提供体制を維持する仕組み作りが求められており、発災
後も速やかに生活を再建しサービスを維持できるよう、広域的
な連携体制の構築や事業所の経営基盤強化を通じた持続可能な
介護インフラの確保を進めていくことが課題であると考えられ
ます。

基本目標3
市民が市民を支える
まちをつくる

1　地域課題の抽出・地域
資源の把握、解決の検討

基本目標3「市民が市民を支えるまちをつくる」

2　地域資源の開発と担い手の養成
○地域づくりへの参加意欲を「地域活動の担い手確保」へと繋
げるため、ボランティア等の負担軽減や役割の細分化を進める
一方で、介護・福祉サービスを支える「事業所の専門人材の確
保」に向けた、処遇改善や復職支援、関係機関の連携強化が課
題であると考えられます。

3　地域のささえあい活動の促進
○身寄りや相談相手を持たない高齢者がみられ、公的な相談窓
口の認知度向上やアウトリーチ支援を強化するとともに、地域
住民による見守りなど、孤立を防ぐ包括的な体制を構築するこ
とが課題であると考えられます。

3　地域のささえあい活動
の促進

第2章
介護保険制度の安定
的な運営

5　介護保険サービスの質
の向上及び介護人材の確
保、介護現場の生産性の
向上

7　高齢者の住まいに係る
施策

8　老人福祉施設に係る施
策

9　災害への備えや感染症
対策に係る体制整備

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

基本目標3
市民が市民を
支えるまちを
つくる

1　地域課題の抽出・地域
資源の把握、解決策の検
討

3　地域のささえあい活動
の促進

第2章
各論

基本目標2
介護が必要に
なっても安心
して暮らせる
まちをつくる

7　高齢者の住まいに係る
施策

8　老人福祉施設に係る施
策

9　災害への備えや感染症
対策に係る体制整備

10　介護給付等の適正化

11　介護保険サービスの
質の向上及び介護人材の
確保、介護現場の生産性
の向上

検討中2　入間市の認知症に関する状況

3　計画の基本的な枠組み

第4章
介護保険サー
ビス事業量の
見込みと確保

1　介護保険サービスの利用見込みと供給
体制の確保

未定2　地域支援事業の見込量

3　事業費と保険料の見込みと確保

第3章
認知症施策推
進計画

1　計画策定の背景と位置づけ

2 

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示




